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「東海村環境基本計画」を策定

～望ましい環境の実現に向けて～

　村では村の環境に対する考え方と方向性を示した「東海村環境基本計画（以下、環境基本計画）」

を策定しました。この計画は、村と東海村環境審議会、住民からなる環境基本計画策定ボラン

ティアスタッフが議論を重ねて策定したもので、村の望ましい環境像「人・自然・文化が響き合う

環境都市とうかい」を掲げるとともに、この計画を実現するための５つの基本目標とこれに基づく

環境施策の基本方針を明らかにし、住民・事業者・村の３者がそれぞれの役割に基づき行動する

「重点アクション」を定めるなど画期的なものになっています。今回は、環境基本計画の主な内容

に触れながら、役場が全庁的に取り組んでいる「とうかいエコオフィスプラン」も紹介します。な

お、詳しくは経済環境部環境保全課環境保全係（　282-1711　内線1453）へお問い合わせください。

人・自然・文化が響き合う環境都市とうかい

基本目標２
　健康で安心して暮らせる環境づくり（生活環境）

基本目標３
　歴史・文化と自然が育む快適な環境づくり（快適環境）

基本目標５
　村・村民・事業者が協働して取り組む環境づくり（協働）

基本目標１
　水と緑豊かな自然と共生する環境づくり（自然環境)

基本目標４
　環境への負荷の少ない循環を基調とする地域社会づくり（地球環境）

人
・
自
然
・
文
化
が
響
き
合
う

　
　
　
　
　

環
境
都
市
と
う
か
い

１
　

村
で
は「
人
・
自
然
・
文
化
が
響
き
合
う
」た
め
に
は
、

大
量
消
費
、
大
量
廃
棄
型
の
社
会
か
ら
持
続
可
能
な
循
環

型
社
会
へ
の
転
換
を
図
る
と
と
も
に
、「
環
境
優
先
」の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
環
境
基
本
計
画
で
は
、　

東
海
村
第
四
次
総
合

計
画
の
ま
ち
づ
く
り
目
標
を
環
境
面
か
ら
実
現
す
る
施
策

の
設
定　

東
海
村
の
望
ま
し
い
環
境
像
の
設
定　

望
ま
し

い
環
境
像
の
実
現
に
向
け
た
環
境
施
策
の
方
針
の
明
確
化

　

村
民
・
事
業
者
の
参
加
に
よ
る
、
環
境
施
策
へ
の
理
解

と
協
働　

村
・
村
民
・
事
業
者
に
よ
る
環
境
に
対
す
る
具

体
的
取
り
組
み
の
た
め
の
行
動
指
針
の
明
示　

環
境
基
本

計
画
で
掲
げ
た
目
標
達
成
の
た
め
の
推
進
施
策
の
明
確
化

　

国
・
県
・
関
係
機
関
と
の
連
携
方
策
の
明
確
化
―
―
を

示
し
、
左
に
掲
げ
る
基
本
目
標
の
一
か
ら
五
を
達
成
す
る

こ
と
に
よ
り
創
造
さ
れ
る
ま
ち
を
、
村
が
目
指
す
べ
き

「
環
境
都
市
」と
し
て
位
置
づ
け
、「
人
・
自
然
・
文
化
が

響
き
合
う
環
境
都
市
と
う
か
い
」を
目
指
し
ま
す
。

東海村の望ましい環境像

（１）公害のない安心して暮らせるまちをつくろう

(２）有害化学物質から環境を守ろう

（３）安心・安全な原子力対策に取り組もう

（１）歴史・文化環境を大切にしよう

（２）清潔なまちをつくろう

（３）美しい都市空間をつくろう

（１）ごみの減量化・資源化・適正処理を進めよう

（２）地球温暖化の防止に努めよう

（３）地球にやさしいまちをつくろう

（１）環境教育・学習の機会を積極的に設けよう

（２）環境を思いやる活動をしよう

（３）環境に関する情報を共有化しよう

（１）生き物を大切にし自然と人との触れ合いを大切にしよう

（２）多様な生き物が生息・生育できる良好な自然を保全しよう

（３）身近に感じられる自然を創造しよう
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役
場
は
地
域
に
お
け
る
大
き
な
消
費
者
で
あ
り
、

温
室
効
果
ガ
ス
の
大
量
排
出
事
業
者
で
あ
る
と
の
考

え
方
か
ら
、
職
員
が
率
先
し
て
環
境
保
全
に
取
り
組

む
た
め
に
、
今
年
二
月
に「
と
う
か
い
エ
コ
オ
フ
ィ
ス

プ
ラ
ン（
東
海
村
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
）」を
策

定
し
、
四
月
か
ら
実
践
し
て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ラ
ン

に
は　

冷
暖
房
温
度
の
見
直
し　

紙
類
リ
サ
イ
ク
ル

の
徹
底　

公
用
車
の
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ（
ア
イ
ド
リ
ン
グ

ス
ト
ッ
プ
な
ど
）　

環
境
配
慮
商
品
の
導
入
―
―
ほ
か

日
常
で
簡
単
に
取
り
組
め
る
九
十
二
の
行
動
項
目
が

掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
十
二
年
度
の

デ
ー
タ
と
比
較
し
、「
取
組
目
標
」「
重
点
目
標
」「
温
室

効
果
ガ
ス
総
排
出
量
削
減
目
標
」の
三
つ
の
目
標
を
掲

げ
て
計
画
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
は
計
画

の
実
施
状
況
を
点
検
・
評
価
し
、
そ
の
結
果
に
つ
い

て
皆
さ
ん
に
公
表
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

取
組
目
標

　

①
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
お
よ
び
省
エ
ネ
ル
ギ

ギ
ー
の
推
進

　

②
資
源
の
有
効
利
用
お
よ
び
省
資
源
の
推
進

　

③
グ
リ
ー
ン
購
入（
環
境
配
慮
商
品
）の
推
進

　

④
廃
棄
物
の
発
生
抑
制
お
よ
び
リ
サ
イ
ク
ル
の
推

進

　

⑤
環
境
に
配
慮
し
た
公
共
施
設
の
整
備
お
よ
び
公

共
事
業
の
推
進

２

地
球
の
温
暖
化
を
防
ご
う
!　

役
場
も
四
月
か
ら
取
り
組
み
を
開
始
!

　

村
と
し
て
各
分
野
・
各
施
策
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、

村
民
・
事
業
者
が
協
働
し
て
村
の
環
境
施
策
を
強
力
に
推

進
す
べ
き
課
題
と
し
て
、「
二
十
一
世
紀
の
環
境
づ
く
り

へ
向
け
た
重
点
ア
ク
シ
ョ
ン
」
を
設
定
し
て
よ
り
具
体
的

に
行
動
し
て
い
き
ま
す
。

●
重
点
ア
ク
シ
ョ
ン
一（
農
と
文
化
が
支
え
て
き
た
自
然

の
恵
み
を
守
り
育
て
る
）

　

地
域
の
歴
史
と
文
化
が
育
み
・
守
っ
た
自
然
を
さ
ら
に

守
り
育
て
る
た
め
に
、
村
民
・
事
業
者
・
行
政
の
協
働
だ

け
で
は
な
く
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
よ
り
、
よ
り
快
適
な
環

境
を
つ
く
る
た
め
の
も
の
で
す
。

●
重
点
ア
ク
シ
ョ
ン
二（
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ま
ち
か
ら
考
え

る
循
環
型
社
会
構
築
）

　

二
十
一
世
紀
は
、
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
大
量
消
費
・
大
量

廃
棄
の
社
会
か
ら
、
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
少
量
消
費
・
少
量

廃
棄
の
社
会
へ
の
転
換
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
資
源
が
循
環
す
る
社
会
シ
ス
テ
ム
を
作
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
効
率
的
な
社
会
を
作
り
上
げ
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

●
重
点
ア
ク
シ
ョ
ン
三（
環
境
に
つ
い
て
思
い
や
る
元
気

な
人
づ
く
り
）

　

環
境
に
配
慮
し
た
行
動
を
す
る
た
め
の
仕
組
み
を
作
る

こ
と
は
大
変
重
要
な
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
を
実
践

す
る
人
が
い
な
く
て
は
そ
の
仕
組
み
が
動
き
ま
せ
ん
。
こ

の
ア
ク
シ
ョ
ン
は「
人
を
育
て
る
た
め
の
地
域
づ
く
り
」、

「
地
域
を
作
る
た
め
の
人
づ
く
り
」を
進
め
る
た
め
の
教
育

や
行
動
な
ど
を
示
す
も
の
で
す
。

　　

⑥
職
員
の
環
境
意
識
啓
発

重
点
目
標

　

①
電
気
使
用
量
を
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
削
減

　

②
ガ
ソ
リ
ン
の
使
用
量
を
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上

削
減

　

③
軽
油
、
灯
油
、
Ａ
重
油
等
は
現
状
維
持

　

④
水
道
水
使
用
量
を
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
削
減

　

⑤
コ
ピ
ー
用
紙
の
使
用
量
を
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上

削
減

　

⑥
外
注
印
刷
は
再
生
紙
を
百
パ
ー
セ
ン
ト
使
用

　

⑦
公
用
車
の
低
公
害
車
保
有
割
合
を
十
五
パ
ー
セ

ン
ト
以
上
と
す
る

　

⑧
公
共
施
設
の
可
燃
ご
み
量
を
十
パ
ー
セ
ン
ト
削

減

温
室
効
果
ガ
ス
総
排
出
量
削
減
目
標　

　

①
今
年
度
か
ら
五
年
間
で
役
場
の
事
務
・
事
業
活

動
に
伴
い
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
総
排
出

量
を
七
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
削
減

　

村
で
は
、
以
上
三
つ
の
目
標
を
掲
げ
て
具
体
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
な
お
、
「
と
う
か
い
エ
コ
オ

フ
ィ
ス
プ
ラ
ン
」は
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

問
合
せ

　

経
済
環
境
部
環
境
保
全
課
環
境
保
全
係（　

282
局
１

７
１
１　

内
線
１
４
５
３
）

二
十
一
世
紀
の
環
境
づ
く
り
へ

　
　
　

向
け
た
重
点
ア
ク
シ
ョ
ン
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…
村
長
七
件（
公
開
三
件
、
部
分
公
開
四
件
）、
教
育
委
員

会（
部
分
公
開
一
件
）、
消
防
長（
部
分
公
開
一
件
）、　

不

服
申
し
立
て
件
数
…
〇
件
。

◆
民
間
委
託
の
推
進
…　

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
施

行
に
伴
う
分
別
収
集
の
委
託
化（
平
成
十
六
年
度
ま
で
に

処
理
計
画
策
定
に
向
け
た
検
討
の
実
施
）。　

職
場
の
Ｉ

Ｔ
化
を
推
進
す
る
た
め
電
算
業
務
の
派
遣
委
託（
年
間
百

三
十
八
万
円
削
減
）。

◆
補
助
金
の
整
理
合
理
化
…
二
件
（
団
体
補
助
）
の
増
額

要
求
が
あ
っ
た
が
、
最
小
の
補
助
額
に
と
ど
め
た（
増
額

十
五
万
円
）。

◆
組
織
の
効
率
化
…
村
政
の
中･

長
期
的
な
展
望
に
立

ち
、
今
後
の
村
政
の
あ
る
べ
き
姿
を
政
策
立
案
に
反
映

す
る
た
め
政
策
審
議
室
を
設
け
た
。

【
二
】職
員
の
意
識
改
革
の
推
進

◆
職
員
の
能
力
開
発
の
推
進
…「
人
づ
く
り
」、「
組
織
づ

く
り
」、「
環
境
づ
く
り
」の
基
本
理
念
を
柱
と
し
た「
東
海

村
人
材
育
成
基
本
方
針
」を
策
定（
地
域
社
会
の
一
員
と
し

て
、
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
職
員
の
育
成
と
、
職
員

個
々
の
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
る
こ
と
を
目
指

す
）。

【
一
】事
務
事
業
・
組
織
機
構
の
見
直
し

◆
事
務
事
業
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入
の
推
進
…
事
業
別
予

算
、
実
施
計
画
書
、
事
務
事
業
評
価
シ
ー
ト
の
各
調
書
が

共
通
の
も
の
と
し
て
連
動
で
き
る
よ
う
調
整
を
実
施
。

◆
事
務
事
業
の
機
械
化
の
た
め
の「
シ
ス
テ
ム
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」の
設
置
…　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
検
討
委
員
会
な

ど
に
お
い
て
、
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

作
り
方
な
ど
の
調
査
を
実
施
。　

村
内
の
公
共
施
設
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、
各
施
設
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

接
続
を
可
能
に
し
た
。

◆
環
境
基
本
計
画
の
策
定
お
よ
び
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１

の
導
入
の
検
討
…　

東
海
村
環
境
基
本
計
画
を
平
成
十

四
年
三
月
に
策
定
。　

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
を

平
成
十
四
年
二
月
に
策
定
。　

「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
」の

認
証
取
得
は
平
成
十
五
年
度
を
目
途
と
す
る
。

◆
戸
籍
シ
ス
テ
ム
と
住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
の
連
動

化
…
能
率
の
向
上
や
事
務
の
効
率
化
が
図
ら
れ
、
時
間

外
勤
務
手
当
の
節
約
と
な
っ
た（
年
間
十
九
万
九
千
円
の

削
減
）。

◆
情
報
公
開
制
度
の
適
正
運
用
…
情
報
公
開
条
例
に
基

づ
く
公
開
請
求
状
況
。　

実
施
機
関
別
公
開
請
求
件
数

◆
職
員
研
修
の
推
進
…
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
的
確

に
対
応
で
き
、
職
員
個
々
の
政
策
形
成
能
力
の
向
上
を

図
る
こ
と
に
努
め
た（
研
修
受
講
者
四
百
九
十
三
人
）。

◆
人
事
交
流
の
推
進
…
県
職
員
の
考
え
や
意
見
を
村
の

職
員
が
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
職
員
の
意
識
改
革
や
先

進
的
な
行
政
手
法
の
習
得
に
努
め
た（
茨
城
県
か
ら
四
人

を
受
入
、
県
へ
二
人
を
派
遣
）。

◆
男
女
共
同
参
画
の
推
進
…
村
の
附
属
機
関
な
ど
へ
積

極
的
に
女
性
の
登
用
を
図
っ
た
（
登
用
率
二
十
二
・
六

％
）。

【
三
】職
員
の
定
員
・
給
与
の
適
正
化
の
推
進

◆
定
員
適
正
化
計
画
の
推
進
…
前
計
画
実
績
値
を
基

に
、
平
成
十
三
年
度
か
ら
平
成
十
七
年
度
ま
で
の
五
か

年
の
計
画
を
策
定
。

◆
職
員
給
与
の
適
正
化
…　

期
末
手
当
の
削
減（
年
間
九

百
二
十
五
万
円
削
減
）
。　

時
間
外
勤
務
手
当
の
削
減

（「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
デ
ー
」の
推
進
、
時
間
外
勤
務
時
間
縮

減
対
策
検
討
小
委
員
会
を
設
置
し
検
討
。
削
減
額
千
八

百
六
十
五
万
千
円
／
対
前
年
比
）。

【
四
】情
報
化
の
推
進
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

◆
電
子
行
政
の
シ
ス
テ
ム
化
の
推
進
…
東
海
村
情
報
化

推
進
計
画
を
平
成
十
四
年
三
月
に
策
定
。　

自
治
体
と

地
域
を
含
め
た
情
報
化
の
推
進
を
図
っ
た
。　

総
合
行

政
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
庁
内
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

の
整
備
を
図
っ
た
。　

シ
ス
テ
ム
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
お

よ
び
職
員
研
修
を
実
施
。

◆
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
…　

三
月
か
ら
五
月
の
毎
週

月
曜
日
の
午
後
七
時
ま
で
窓
口
業
務
の
時
間
延
長
を
四

課（
住
民
課
、
保
健
年
金
課
、
福
祉
課
、
水
道
課
）で
実
施

（
申
請
件
数
三
百
二
十
二
件
）。　

四
月
か
ら
役
場
行
政
棟

　　

村
で
は
、
平
成
十
三
年
三
月
に
策
定
し
た「
第
二
次
東
海
村
行
政
改
革
大
綱
」(

平
成
十
三
年
度
か
ら
十
七
年
度
）に
基

づ
き
行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
近
年
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
と
行
財
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
く
、
経

済
情
勢
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
す
る
中
で
、
市
町
村
の
自
主
性
・
自
立
性
が
求
め
ら
れ
、
こ
れ
ら
に
対
応
で
き
る
人
材

の
育
成
や
行
政
全
般
に
わ
た
る
施
策
の
見
直
し
な
ど
、
課
題
も
増
大
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
中
、
村

民
の
ニ
ー
ズ
に
適
切
に
対
応
で
き
、
簡
素
で
効
率
的
な
行
政
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
目
指
し
、
行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
平
成
十
三
年
度
の
取
り
組
み
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
問
合
せ　

企
画
総
務
部
人
事
課
行
政
改
革
推
進
係（　

282
局
１
７
１
１　

内
線
１
３
２
４
）

平
成
13
年
度
行
政
改
革
実
施
状
況
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一
階
売
店
前
に
有
料
コ
ピ
ー
機
を
設
置
。　

八
月
か
ら

「
職
員
胸
章
」を
大
き
く
し
所
属
名
を
入
れ
、
便
利
を
図
っ

た
。　

中
央
公
民
館
で
昼
休
み
の
窓
口
業
務
を
開
設
。

【
五
】効
率
的
な
公
共
施
設
の
管
理
運
営

◆
公
共
施
設
の
有
効
利
用
…　

中
央
公
民
館
使
用
申
請

書
の
簡
素
化
を
図
っ
た
。　

中
央
公
民
館
講
座
で「
保
育

付
き
講
座
」を
開
設（
百
五
十
一
人
が
利
用
）。　

空
い
て

い
る
公
共
施
設（
小
学
校
の
空
き
教
室
）を「
余
裕
教
室
」と

し
て
活
用（
子
ど
も
た
ち
の
学
習
内
容
を
充
実
さ
せ
る
た

め
、
教
科
指
導
や
特
別
活
動
の
場
と
し
て
活
用
）。　

合

同
庁
舎
お
よ
び
旧
消
防
庁
舎
の
利
用（
施
設
利
用
検
討
委

員
会
を
設
置
し
検
討
を
開
始
）。

◆
社
会
教
育
施
設
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
…　

七

月
に
図
書
館
な
ど
に
パ
ソ
コ
ン
を
十
五
台
配
備（
図
書
館

と
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構

築
さ
れ
、
各
施
設
間
の
図
書
の
貸
し
出
し
、
返
却
、
検

索
が
可
能
と
な
っ
た
）。　

社
会
教
育
課
関
係
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
開
設（
青
少
年
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
、(

財)

東

海
村
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
、
高
校
総
体
室
）。

◆
広
域
行
政
圏
に
お
け
る
施
設
の
相
互
利
用
…
水
戸
地

方
広
域
市
町
村
圏
協
議
会
の
構
成
十
五
市
町
村
が
設
置

す
る
公
共
施
設
の
う
ち
百
四
十
七
の
施
設
に
つ
い
て
、

同
一
の
条
件
で
の
利
用
が
可
能
と
な
っ
た
。

【
六
】健
全
な
財
政
運
営

◆
財
源
確
保
の
推
進
…
滞
納
整
理
の
事
務
体
制
の
強
化

を
図
っ
た
。
①
一
部
事
務
組
合（
県
租
税
債
権
管
理
機
構
）

に
大
口
滞
納
者
の
徴
収
を
依
頼（
徴
収
額
二
千
四
百
四
十

五
万
六
千
円
）。
②
昨
年
に
引
き
続
き
徴
収
嘱
託
員
二
人

に
よ
る
滞
納
整
理
を
実
施（
徴
収
額
六
千
二
百
九
十
八
万

九
千
円
）。

◆
国
・
県
の
補
助
金
な
ど
の
活
用
…
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
建
設
事
業
な
ど
に
、
国
や
県
の
補
助
金
を
積
極
的

に
活
用（
主
な
活
用
補
助
金
…
合
計
七
億
千
二
百
十
二
万

二
千
円
）。

◆
経
常
経
費（
事
務
的
経
費
）の
削
減
…
平
成
十
三
年
度
経

常
経
費（
事
務
的
経
費
）の
当
初
予
算
六
億
六
千
百
六
十
八

万
五
千
円
に
対
し
て
の
削
減
額
五
千
九
百
三
十
四
万
八

千
円（
平
成
十
四
年
五
月
現
在
）。
※
事
務
的
経
費
…
普
通

旅
費
、
消
耗
品
費
、
燃
料
費
、
食
糧
費
、
印
刷
製
本

費
、
光
熱
水
費
、
通
信
運
搬
費
、
一
般
備
品
購
入
費
。

◆
公
用
車
の
経
費
削
減
…
公
用
車
の
集
中
管
理
と
買
い

替
え
時
期
の
見
直
し（
年
間
三
十
五
万
八
千
円
の
削
減
）。

◆
実
施
計
画
を
推
進
す
る
に
当
た
り
、
社
会
情
勢
の
変

化
、
住
民
ニ
ー
ズ
を
勘
案
し
計
画
年
度
に
こ
だ
わ
ら
ず

に
前
倒
し
に
実
施
で
き
る
も
の
は
前
倒
し
で
実
施
す
る

こ
と
。

◆
事
務
事
業
を
効
率
的
に
実
施
す
る
た
め
、
事
務
の
機

械
化
や
事
業
の
民
間
委
託
を
推
進
す
る
こ
と
。
こ
れ
ら

を
推
進
す
る
こ
と
で
職
員
数
の
見
直
し
を
行
い
削
減
に

努
め
る
こ
と
。

◆
平
成
十
四
年
度
以
降
の
主
な
取
り
組
み
…　

補
助
金

の
整
理
合
理
化　

組
織
・
機
構
の
見
直
し　

公
社
な
ど

外
郭
団
体
の
見
直
し　

窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上　

経
常

経
費（
事
務
的
経
費
）の
削
減
。

東
海
村
行
政
改
革
懇
談
会
か
ら
の
提
言

東海村職員募集
一般事務

募集人員　９人

対　　象　昭和49年４月２日から昭

和60年４月１日までに生まれた方

幼稚園教諭

募集人員　２人

対　　象　昭和46年４月２日以降に

生まれ、幼稚園教諭と保育士の両

方の資格を有する方または取得見

込みの方

建築士・土木施工管理技士

募集人員　２人

対　　象　昭和42年４月２日以降に

生まれ、１級建築士または１級土

木施工管理技士の資格を有する方

保健師

募集人員　１人

対　　象　昭和37年４月２日以降に

生まれ、保健師の資格を有する方

または、取得見込みの方

消防士（救急救命士）

募集人員　２人

対　　象　昭和49年４月２日から昭

和60年４月１日までに生まれ、両

眼裸眼で0.7以上の視力を有する

方

採用日

平成15年４月１日付採用予定

試験の期日／場所／内容

第１次試験

９月22日（日）／茨城大学／一般教養

試験および作文試験　※消防士につ

いては、これに加え10月５日（土）に

体力試験も行います。

第２次試験

11月７日（木）・８日（金）／役場行政

棟５階原子力視察研修室／集団討

論、個人面接

願書受け付け

　願書は７月31日（水）（土・日曜日、

祝日を除く）までの午前９時から午

後５時まで、企画総務部人事課人事

係（役場行政棟３階　　282ー1711　

内線1322）で受け付けています。

問合せ

　願書の請求、試験に関する詳しい

ことは、企画総務部人事課人事係へ

お問い合わせください。
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「2002年茨城総体」いよいよ開催!

全国高校総体のあゆみ

　東海村では、全国高等学校ホッケー選手権大会

が開催されます。ホッケー競技は１チーム11人が

プレーし、ゴール前の半径約14メートルのシュー

ティングゾーンからシュートされたボールが入れ

ば得点となります。選手は試合中何度でも交代す

ることができます。ボールをコントロールしなが

らスピーディーなゲーム展開を繰り広げるホッ

ケーの魅力を、この夏、ぜひ堪能してください。

●県立東海高等学校

●阿漕ヶ浦公園

人口芝のコートと土のコー
トが一面ずつ備えられ、１
回戦から決勝戦まで行われ
ますので、観戦にぜひお越

しください。

天然芝のコートが２面備え
られており、種目別開会式
と１回戦から３回戦まで行
われます。観戦にぜひお越
しください。

会場のご案内

８月１日午前７時20分から

９時20分、午後０時20分か

ら２時20分の間、下図の　

の区間は通行止めになりま

すので、ご注意ください。

●笠松運動公園

ホッケーは東海村で開催します

「2002年茨城総体」（平成14年

度全国高等学校総合体育大会／

インターハイ＝Inter  h i g h

school meetingの略称）が本県

で初めて開催されます。高校生

最大のスポーツの祭典であるこの大会は、昭和38

年の新潟大会から各競技種目を一緒にし、以来、

名称を「全国高等学校総合体育大会」としてスポー

ツの実践を通して技術・体力や精神力の向上を図

り、青少年の健全育成と高校生の相互交流による

親ぼくを図ることを目的に、毎年開催されていま

す。それまでは、競技種目別選手権大会として全

国各地で開催されていました。今年は８月１日か

ら約20日間にわたり茨城県内31市町村で28競技が

行われ、大会には県内のすべての高校生が競技あ

るいは大会運営のいずれかに参加する｢茨城県高校

生一人一役活動｣を合言葉に、競技・運営をはじめ

何らかの形で参加し大会を盛り上げてきました。

参加する選手・監督は約３万３千人。競技・運営

役員や競技運営補助員、総合開会式出演者などを

含めると、「2002年茨城総体」への参加者は約６万

人と予想されています。この夏、県内各所で繰り

広げられる高校生の熱いドラマにご期待くださ

い。なお、総合開会式は８月１日(木）に笠松運動

公園陸上競技場で行われます。

開催場所と大会日程

◎…総合開会式　☆…総合開会式後種目別開会式　○…種目別開会式　★…種目別開会式後競技　●…競技

競技種目　
８/１
(木)
◎ ☆
◎

◎

◎ ☆

◎ ☆
○
○
◎ ☆

○

○

○

○

ホッケー
陸上競技

体操

バスケットボール
バレーボール(男)
バレーボール(女)
卓　　球
ソフトテニス
ハンドボール
サッカー
バドミントン
ソフトボール(男)
ソフトボール(女)
相　　撲
柔　　道
ボ ー ト
剣　　道
レスリング
弓　　道
テ ニ ス
登　　山

自転車

ボクシング
ウエートリフティング
ヨ ッ ト
フェンシング
空 手 道
アーチェリー
なぎなた
水泳(競泳･飛込･水球)

２
(金)
●
★

●

●

●
●
●
●

●
★

●
★
★
○
●
★

●
★

★

３
(土)
●
●

●

●

●
●
●
●

●
●

●
●
●
●
●
●

●
●

★

●

４
(日)
●
●

●

●

●
●
●
●

●
●

●
●
●
●
●
●

●
●

●

●

５
(月)
●
●
★

●
○
●

○
●

●

●

●

●
●
●
●

●
●

●

６
(火)
●
●
●

●
●

○
●
●
●
●

●
●

●

７
(水)

●

●
●

●
●
●
●

○

●

○

●

○

８
(木)

●

●
●

●

●

★

●

●

○
●

９
(金)

○

●

●

●

●

●

●
●

○

10
(土)

●

●

●

●

●

●
●

●

11
(日)

●

●

●

●

●

●
●

●

12
(月)

●

●

会場地

17日（土）～20日（火）

東　　海　　村
ひ た ち な か 市
那 　 珂 　 町
大 　 宮 　 町
日 　 立 　 市
ひ た ち な か 市
大洗町・ひたちなか市
結 　 城 　 市
水 　 戸 　 市
水海道市･岩井市･守谷市
鹿嶋市･神栖町 ･波崎町
牛久市･ つくば市
下　　妻　　市
古　　河　　市
笠　　間　　市
鹿　　嶋　　市
潮　　来　　市
下　　館　　市
土　　浦　　市
水　　戸　　市
神　　栖　　町
大子町･水府村･里美村
取　　手　　市
北茨城市・高萩市
龍 ヶ 崎 市
石　　岡　　市
土　　浦　　市
水　　戸　　市
取　　手　　市
波　　崎　　町
常 陸 太 田 市
ひ た ち な か 市

（女子→男子）

トラック
ロ ー ド

体操競技
新 体 操
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　音楽の専科

指導員とし

て、私の専門

分野であるピ

アノ音楽を中

心に、普段の

音楽授業では

体験すること

の少ない生の演奏を鑑賞してもら

うことや、楽器の仕組みや歴史な

どといった、子どもたちが興味を

示すような授業をしていきたいと

思います。また小学校の各先生方

に少しでもお役に立てていただけ

るような音楽授業面での支援に協

力し、今後、全教科および各分野

における専科指導員の充実を図れ

るような業績を残していきたいと

思っています。

高久新吾 高橋博子 大島雅子

　村では、村内小学校の子どもたちが、その道の本物に触れることにより、豊かな感性や創造

性、さらには自然を愛する心情を養うことを目的として、４月から音楽・理科・図工の３科目

について専科指導員を採用し、小学校に配置しました。現在、専科指導員はそれぞれの専門性

を生かして、村内６小学校に出向いて巡回指導に当たっています。そこで２か月を過ぎた今、

授業を受けた子どもたちの声と、３人の専科指導員の抱負を取り上げることにしました。

　６年生がろ

うそくや木片

の燃焼後、二

酸化炭素が発

生しているこ

とを確認し

て、「ストーブ

を付けている

とき、なぜ換気をする必要がある

のかが分かった」と感想を漏らし

てくれました。理科の実験を通し

て、身近な生活に置き換えてくれ

たことがうれしかったです。理科

離れが叫ばれる最近、充実した実

験・観察ができるような環境を整

備して、児童が積極的に参加し、

楽しく学習でき、身近に感じら

れ、発見の喜びが与えられるよう

にできればと思います。

　私は図画工

作の専科指導

員として、先

生方のご指導

の下で、協力

し合いながら

図工の授業を

行っていきた

いと思います。絵画や工作の技術

だけではなく、普段何げなく使っ

ているはさみやのり、絵の具など

のより良い使用の仕方、道具を大

切にすることなどを併せて指導し

ていけたらよいと考えています。

そして、多くの児童と触れ合い、

その信頼関係の上に立って、楽し

く、一生懸命取り組めるような内

容の授業をしていきたいと思いま

す。

専科指導員としての抱負

私たち頑張ってます!
小学校専科指導員

●図工の勉強をして、大島先生に絵のかき方や影のことなど、いろい

ろ教えてもらいました。また教えてもらいたいと思います。

石神小学校６年　額賀　香緒里

●図工の時間、大島先生の授業は、とても分かりやすくておもしろい

授業でした。細かいところまで教えてもらってよかったです。

石神小学校６年　田所　啓介

●高久先生は、ピアノを分解してくれました。ピアノの中を見たり、

けん盤を外してみたり、今まで体験したことがないことなので楽し

かったです。 村松小学校６年　大関　真梨加

●高久先生の演奏は、とても心がこもっていて、素晴らしかったで

す。私も高久先生みたいにピアノが上手になり、いつかは大きなコ

ンサートに出てみたいです。 村松小学校６年　上原　千秋

●高橋先生が来るまでは、電気の勉強があまり好きではありませんで

した。でも高橋先生が来たら、電気の勉強が好きになりました。もっ

ともっと理科を頑張りたいです。 照沼小学校４年　前田　早希

●電流計の使い方やいろいろな物の使い方を教えてくれてうれしかっ

たし、今までの授業で分からないところも教えてくれてとても楽し

かったです。 照沼小学校４年　照沼　千絋

問 合 せ　教育委員会指導室（　282-1711　内線1415）



8 ●

　

近
年
、
通
信
技
術
の
発
展
に
よ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の
や
り
と
り
が
容
易

に
な
り
、
個
人
情
報
が
本
人
の
知
ら
な

い
と
こ
ろ
で
乱
用
さ
れ
る
な
ど
、
個
人

の
権
利
・
利
益
が
侵
害
さ
れ
る
不
安
感

が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

今
年
三
月
の
議
会
に
お
い
て
、
村
民
の

皆
さ
ん
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
を
目
的

に
「
個
人
情
報
保
護
条
例
」
が
制
定
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
村
は
個
人
情

報
を
一
定
の
ル
ー
ル
で
取
り
扱
う
こ
と

に
な
り
、
ま
た
、
皆
さ
ん
が
自
己
の
情

報
を
見
た
り
、
訂
正
等
を
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

個
人
情
報
と
は
、
氏
名
や
住
所
な
ど

の
戸
籍
、
身
分
に
関
す
る
も
の
の
ほ

か
、
経
歴
・
心
身
・
財
産
状
況
・
思
想

信
条
な
ど
、
特
定
の
個
人
が
識
別
さ
れ

得
る
情
報
を
い
い
ま
す
。

費
用
負
担

　

個
人
情
報
開
示
等
の
閲
覧
に
は
、
手

数
料
は
一
切
掛
か
り
ま
せ
ん
が
、
写
し

の
交
付
が
必
要
な
場
合
は
、
規
定
に
基

づ
い
た
費
用
が
掛
か
り
ま
す
。

　

村
で
は
、
個
人
情
報
保
護
制
度
の
内

容
や
請
求
手
続
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

受
付
日
時

　

月
～
金
曜
日（
祝
日
、
年
末
・
年
始
を

除
く
）　

午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
五
時

十
五
分

受
付
場
所

　

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

問

合

せ

　

企
画
総
務
部
総
務
課
総
務
法
制
係（　

282
局
１
７
１
１　

内
線
１
３
１
３
）

情
報
の
保
護
に
つ
い
て
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
よ
う
求
め
ま
す
。

開
示
・
訂
正
等
の
請
求
権

　

村
が
保
有
し
て
い
る
個
人
情
報
は
、

原
則
と
し
て
本
人
に
限
り
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
本

人
で
あ
っ
て
も
、
例
外
と
し
て
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
自
己
の
情
報
に
誤
り
が
あ
っ
た
と

き
は
、
そ
の
訂
正
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
開
示
請
求
の
方
法

　

「
個
人
情
報
開
示
請
求
書
」
に
、
請
求

者
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
、
請
求

す
る
個
人
情
報
の
件
名
等
を
記
入
し
、

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
（
役
場
行
政
棟
三

階
）へ
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

収
集
の
制
限

　

村
が
個
人
情
報
を
収
集
す
る
場
合

は
、
目
的
を
明
ら
か
に
し
、
必
要
な
情

報
の
み
を
原
則
と
し
て
本
人
か
ら
収
集

し
ま
す
。
ま
た
、
思
想
や
信
教
等
に
関

す
る
個
人
情
報
は
、
原
則
と
し
て
収
集

し
ま
せ
ん
。
適
正
な
管
理

　

村
が
保
有
し
て
い
る
個
人
情
報
は
、

正
確
か
つ
最
新
の
状
態
に
保
ち
、
漏
え

い
や
滅
失
等
の
事
故
を
防
止
し
ま
す
。

ま
た
、
不
必
要
に
な
っ
た
個
人
情
報
に

つ
い
て
は
、
速
や
か
に
廃
棄
や
消
去
を

す
る
な
ど
、
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め

ま
す
。

利
用
の
制
限

　

村
が
保
有
す
る
個
人
情
報
を
取
り
扱

う
事
務
の
目
的
を
超
え
る
利
用
や
提
供

は
、
特
別
な
場
合
以
外
を
除
い
て
行
い

ま
せ
ん
。
ま
た
、
や
む
を
得
ず
提
供
す

る
場
合
に
お
い
て
は
、
提
供
先
に
個
人

個
人
情
報
保
護
制
度
と
は
…

個
人
情
報
と
は
…

個
人
情
報
取
り
扱
い
の
ル
ー
ル

保
障
さ
れ
る
権
利

詳
し
い
こ
と
を
知
り
た
い
方
は
…

７
月
１
日
か
ら

個
人
情
報
保
護
制
度
が
ス
タ
ー
ト
!

開示請求の流れ

来庁
相談

　情報公開コーナーに提出してください。この

際、免許証や旅券など、本人であることが明ら

かになる書類を提示してください。

請求書の提出

　受け付けた日の翌日から、14日以内に決定し

ます。

開示・非開示の決定

　決定通知書で指定さ

れた日に情報公開コー

ナーで行います。その

際、決定通知書を必ず

提示してください。

閲覧・写しの交付 不服申し立て
　決定に不服が

ある場合には、

60日以内に不服

申し立ての申請

ができます。

　開示 非開示

（情報公開コーナー）
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昨
年
度
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
東
海
第
四
期

を
修
了
し
た
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
五
人

が
、
女
性
記
者
と
し
て
チ
ー
ム
を
組

み
、
体
験
を
基
に
三
回
の
広
報
記
事
づ

く
り
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
す
村
を「
高

齢
者
に
や
さ
し
い
街
」に
し
て
い
く
た
め

に
、
高
齢
者
の
視
点
を
大
切
に
し
た
い

と
イ
ン
ス
タ
ン
ト
シ
ニ
ア
体
験
を
選
び

ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
シ
ニ
ア

と
は
何
で
し
ょ
う
か
？　

カ
ナ
ダ
の
オ

ン
タ
リ
オ
州
政
府
が
、
高
齢
者
の
視
点

か
ら
社
会
を
観
察
す
る
た
め
の「
高
齢
者

疑
似
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」と
し
て
開
発
し

た
も
の
で
す
。

　

村
に
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
お
り
、
今
年
度
か
ら

用
具
も
そ
ろ
い
ま
し
た
。

　

体
験
当
日
は
、
午
前
十
時
か
ら
用
具

の
説
明
や
諸
注
意
を
受
け
、
用
具
を
装

着
し
ま
し
た
。
用
意
さ
れ
た
課
題
リ
ス

ト
に
沿
っ
て
、
ま
ず
室
内
で
細
か
い
文

字
を
読
み
取
っ
た
り
、
書
い
た
り
、
電

気
製
品
の
操
作
を
行
い
ま
し
た
。

　

白
内
障
を
疑
似
体
験
で
き
る
ゴ
ー
グ

ル
を
着
け
る
と
周
り
が
よ
く
見
え
ま
せ

ん
。
耳
栓
に
よ
っ
て
周
囲
の
音
が
聞
こ

え
に
く
く
孤
独
に
な
っ
た
感
じ
も
し
ま

し
た
。

　

午
前
十
時
五
十
分
か
ら
外
に
出
ま
し

た
。
横
断
歩
道
で
立
ち
止
ま
っ
た
後
に

歩
き
始
め
る
と
、
道
路
の
段
差
が
と
て

も
気
に
な
り
ま
し
た
。
普
段
に
比
べ
て

足
が
上
が
ら
な
い
た
め
、
い
つ
も
は
気

に
な
ら
な
い
わ
ず
か
な
起
伏
に
、
靴
の

裏
が
こ
す
れ
て
つ
ま
ず
き
そ
う
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
ゴ
ー
グ
ル
に
よ
っ
て
暗

い
所
か
ら
明
る
い
所
へ
目
が
慣
れ
る
の

に
時
間
が
か
か
り
、
木
陰
か
ら
出
る
と

き
に
は
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。

　

次
の
課
題
が
迫
っ
て
く
る
と
、
さ
ら

に
ド
キ
ド
キ
し
ま
す
。
ゴ
ム
手
袋
を
二

重
に
は
め
た
手
で
、
公
衆
電
話
を
か
け

た
り
自
動
販
売
機
で
ジ
ュ
ー
ス
を
買
っ

た
り
し
ま
し
た
。
電
話
の
天
気
概
況
は

音
量
を
上
げ
る
ボ
タ
ン
を
押
さ
な
い
と

聞
き
取
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

当
日
は
、
五
月
晴
れ
で
花
盛
り
で
し

た
。
し
か
し
私
た
ち
の
目
に
は
、
か
す

み
が
か
っ
た
曇
り
に
し
か
映
り
ま
せ

ん
。
美
し
い
花
が
、
黄
色
が
か
っ
て
見

え
ま
す
。
光
の
輝
き
が
な
い
世
界
は
気

持
ち
が
暗
く
な
る
と
い
う
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
年
齢
を

重
ね
て
も
心
豊
か
な
人
生
を
送
る
た
め

に
は
、
感
性
が
豊
か
な
と
き
に
、
で
き

る
だ
け
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
感
じ
と
っ

て
お
い
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

何
と
か
リ
ス
ト
の
課
題
を
こ
な
し
て

中
央
公
民
館
に
戻
る
ま
で
一
時
間
か
か

り
ま
し
た
。
「
い
い
運
動
に
な
っ
た
」

と
、
そ
の
日
は
気
分
も
よ
く
元
気
で
し

た
が
、
翌
日
は
疲
れ
を
感
じ
た
メ
ン

バ
ー
も
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
こ
の
体
験
を
通
し
、
こ
れ

ま
で
よ
り
高
齢
者
の
身
に
な
っ
て
考
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

高
齢
者
の
動
作
が
ゆ
っ
く
り
に
見
え
て

も
、
一
生
懸
命
や
っ
て
そ
の
速
度
で
し

か
で
き
な
い
の
で
す
。
せ
か
さ
れ
た
り

す
る
と
、
つ
ら
い
思
い
を
す
る
こ
と
に

な
る
で
し
ょ
う
。

　

八
十
歳
を
超
え
て
も
元
気
に
出
歩

き
、
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

《
問
合
せ
》　

ご
意
見
・
ご
感
想
等
は
、

ハ
ー
モ
ニ
ー
東
海
取
材
班（
事
務
局
・
企

画
総
務
部
自
治
推
進
課
ハ
ー
モ
ニ
ー
・

交
流
係　
　

282
局
１
７
１
１　

内
線
１

３
４
３
）へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

イ
ン
ス
タ
ン
ト
シ
ニ
ア
体
験
を
通
し
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
高
齢
者
の

気
持
ち
…
。
ぜ
ひ
、
こ
の
体
験
を「
高
齢
者
が
暮
ら
し
や
す
い
街
づ
く
り
」

を
考
え
る
き
っ
か
け
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。　

イ
ン
ス
タ
ン
ト
シ
ニ
ア
で

「
高
齢
者
の
気
持
ち
」を
実
感
!
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住
み
良
い
村
松
を
つ
く
る
会

フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
で
話
し
合
い
が
進
ん
で
お
り
、

第
五
回
目
で
は　

環
境
問
題　

保
健
・
医
療
・
福
祉　

子
ど
も
の
人
格
形
成　

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
性
化　

『
ヤ
ン

サ
マ
チ
』
の
復
活　

世
代
間
・
地
域
間
の
交
流
活
性
化

―
―
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
活
動
の
展
開
は
、
村
松
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
企
画
運
営
委
員
会
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
や
、
ク

リ
ー
ン
作
戦
な
ど
地
区
住
民
の
協
力
が
不
可
欠
な
も
の

は
、
住
民
の
中
か
ら
広
く
有
志
を
募
っ
て
実
施
し
て
い

く
こ
と
な
ど
を
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　

石
神
の
豊
か
な
自
然
・
歴
史
と
未
来
を
つ
な
ぐ
会

三
つ
の
部
会
に
分
か
れ
て
具
体
的
な
検
討
を
行
い
、

報
告
や
意
見
交
換
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
委
員

会
の
Ｐ
Ｒ
と
住
民
の
協
力
を
得
る
た
め
、
広
報
活
動
を

実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

【
自
然
・
環
境
グ
ル
ー
プ
】

・
歩
道
、
交
通
標
識
、
石
神
城
址
な
ど
の
現
地
調
査
。

【
歴
史
グ
ル
ー
プ
】

・
石
神
城
址
の
勉
強
会
、
歴
史
サ
ー
ク
ル
の
発
足
。

【
福
祉
グ
ル
ー
プ
】

・
民
生
委
員
の
活
動
に
つ
い
て
の
勉
強
会
、「
い
き
い
き

サ
ロ
ン
」の
実
施
。

　

水
と
緑
の
真
崎
地
区
住
民
の
会

フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
で
話
し
合
い
が
進
ん
で
お
り
、

　

地
域
連
帯
意
識
の
高
揚　

高
齢
者
の
健
康
増
進　

「
真

崎
地
区
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」と
思
え
る
よ
う
な
意
識
の

形
成　

四
十
歳
代
か
ら
五
十
歳
代
を
地
域
活
動
に
参
加

さ
せ
る
た
め
の
機
会
づ
く
り　

真
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
を
中
心
に
人
材
活
用
と
各
種
団
体
の
協
調
・
連

携　

高
齢
者
と
若
者
の
地
域
活
動
参
加
促
進
―
―
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

委
員
会
と
し
て
は
、
真
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

を
中
心
に
高
齢
社
会
や
青
少
年
育
成
、
環
境
と
い
っ
た

地
域
に
お
け
る
諸
問
題
に
つ
い
て
解
決
し
て
い
く
た
め

の
提
言
や
地
区
内
の
小
・
中
学
校
へ
の
働
き
掛
け
を
行

い
、
住
民
の
地
域
参
加
を
促
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

い
き
い
き
と
し
た
舟
石
川
地
区
を
育
て
る
会

三
月
十
七
日
に「
サ
ワ
ギ
キ
ョ
ウ
」に
関
す
る
講
演
会
を

実
施
し
ま
し
た
。
地
区
内
の
住
民
へ
呼
び
掛
け
た
と
こ

ろ
八
十
人
も
の
参
加
が
あ
り
、
大
き
な
反
響
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
の
会
の
取
り
組
み
と
し
て
、
サ
ワ
ギ

キ
ョ
ウ
保
護
の
た
め
の
活
動
や
、
水
神
堂
の
溜
池
の
水

を
汚
さ
な
い
よ
う
な
Ｐ
Ｒ
活
動
、
舟
石
川
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ

の
作
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

緑
豊
か
な
中
丸
地
区
を
作
る
会

今
回
ま
で
に
各
委
員
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
な
ど
を
踏

ま
え
た
上
で
、
次
回
ま
と
め
の
作
業
を
行
い
、
テ
ー
マ

を
絞
り
込
ん
で
い
く
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
五
月
二
十
六
日
に
委
員
全
員
が
認
識
を
共
有
し
、

交
流
を
深
め
る
た
め
、
全
員
で
地
区
内
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

を
行
い
ま
し
た
。

　

白
方
の
自
然
と
未
来
を
考
え
る
会

三
つ
の
部
会
に
分
か
れ
て
意
見
交
換
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
三
月
六
日
に
は
地
区
内
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

を
行
い
ま
し
た
。

【
第
一
部
会
】

　

住
民
が
、
原
子
力
施
設
の
内
容
や
原
子
力
に
興
味
を

持
て
る
よ
う
な
仕
掛
け
。
福
祉
関
係
に
つ
い
て
、
関
係

す
る
組
織
の
横
の
連
携
強
化
な
ど
。

【
第
二
部
会
】

　

農
業
後
継
者
問
題
。
白
方
溜
池
の
保
存
方
法
。
通
学

路
の
現
況
調
査
な
ど
。

【
第
三
部
会
】

　

福
祉
バ
ス
の
停
留
場
や
公
園
な
ど
の
現
状
把
握
と
問

題
提
起
、白
方
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
、子
ど

も
主
体
と
し
た
行
事
も
含
め
た
地
域
活
動
の
推
進
な
ど
。

　

問
合
せ

　

地
区
委
員
会
は
、
自
分
た
ち
の
地
区
を
も
っ
と
住
み

や
す
く
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
な
ど
を
話
し
合

い
、
実
現
に
結
び
付
け
て
い
く
住
民
組
織
で
す
。
村
民

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ご

質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
政
策
審
議
室（　

282
局
１

７
１
１　

内
線
１
３
７
２
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　住みよい地区づくりの実現のため、各コ

ミュニティセンターごとに設置された地区委

員会では、地区内ウォッチングや勉強会、さ

らには講演会を行うなど、徐々に具体的な活

動がでてきました。そこで、３月10日号に引

き続き、この地区委員会にスポットを当て、

第５回目の会合を中心に取り組みや状況など

をお知らせいたします。

地区委員会の活動状況

とうかい21世紀プラン

ＶＯＬ.２
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５月31日、地域子育て支援センターによる「親子でダンス、

ダンス」が村松コミュニティセンターで行われました。この

催しは、乳幼児を持つ地域の親子を対象に、ダンスを通し

て親子が触れ合いを深めながら汗を流すとともに、母親の

ストレス解消の手助けをすることを目的に４年前から行わ

れているもの。インストラクターの指導の下で音楽に合わ

せて体を動かしながら楽しく汗を流すお母さんたち。そん

なお母さんの姿を見ながら、子どもたちも小さな体を精一

杯動かしつつ、元気と笑顔をたくさん振りまいていました。

●たくさんの元気と笑顔でいっぱい！

●万が一の事態に備えて
６月12日、第１回応急手当講習会が消防署で行われまし

た。この講習会は保育サポート「すくすく」（小田節子会長）の

会員の方々が、子どもに起こりやすい事故を予防する方法

や、もし事故が起きてしまったときに、慌てずに対処でき

るように応急手当の方法を学ぼうと、自らが主催して行っ

たもの。参加した25人の会員たちは、救急救命士による講

義を熱心に傾聴。また講義後には救命訓練人形を使いながら

「人口呼吸」や「心臓マッサージ」、「異物除去方法」などの応急手

当の基礎を学ぶことにより万が一の事態に備えていました。

●自然に親しみながら親ぼくを深める
６月８日、「自然に親しむ会」が白方コミュニティセンター企

画運営委員会（川﨑操委員長）主催により開催されました。こ

の催しは、白方コミュニティセンターを起点とした約12キ

ロメートルの道のりを歩いて、自然に親しむとともに地域

住民との融和を図ることを目的に行われたもの。普段、な

かなか歩く機会がない道を歩きながら、東海十二景に指定

されている「白方溜」や「久慈川河口」を見て回った51人の参加

者たちは、心地よい汗を流しつつ身近な場所の豊かな自然の

魅力を再発見しながら、充実した時間を過ごしていました。
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空手道と後進の指導

南台空手スポーツ少年団代表
きく ち み き お

村松　菊池　三喜男

　
　

【
俳　

句
】

夕
風
に
濃
あ
や
め
の
ゆ
れ
い
た
ま
し
き

南　

台　

助
川　

千
代

牡
丹
咲
き
利
休
鼠
の
雨
も
ま
た

白
方　

根
本　
　

武

再
会
の
主
亡
き
花
に
挨
拶
す

村　

松　

松
本　

正
勝

落
花
浴
び
仮
面
の
漢
阿
波
踊
り

村
松　

川
崎　

常
義

落
城
と
言
ふ
幻
に
初
夏
の
風

舟
石
川　

舛
井　

愛
子

年
寄
り
も
や
っ
と
す
な
ほ
に
衣
更内　

宿　

渡
辺　

あ
さ

早
苗
植
え
猫
の
額
と
言
う
田
に
も　南　

台　

藤
田
己
之
次

夏
立
つ
や
若
葉
吹
く
風
峡
の
里
舟
石
川　

宮
本　
　

直

夕
日
背
に
影
絵
さ
ざ
波
鮎
の
川

白
方　

柴
田　

一
声

春
雨
や
金
魚
の
墓
に
柔
ら
か
し

白
方　

根
本　

怜
子

ぽ
っ
か
り
と
夏
雲
の
上
芦
の
牧

百
塚　

川
勾　
　

清

老
い
の
春
朝
湯
に
つ
か
り
旅
の
空緑
ヶ
丘　

斎
藤　

達
雄

ふ
ら
り
来
て
青
田
の
風
に
吹
か
れ
け
り

南　

台　

渋
谷
め
ぐ
み

　
　

【
短　

歌
】

植
え
し
よ
り
数
日
を
経
て
稲
青
し
朝
田
に
立
て
ば
霧
の

晴
れ
行
く

船　

場　

舛
井
庫
之
助

気
忙
し
く
田
植
え
終
わ
り
て
早
苗
饗
済
ま
し
し
田
に
は

漣
の
た
つ

外　

宿　

照
沼
と
み
江

日
に
当
て
し
布
団
込
む
と
き
時
な
ら
ず
雷
鳴
聞
こ
ゆ
い

ま
だ
遠
空

白　

方　

黒
澤　

孝
子

　

空
手
道
と
は
、
天
地
自
然
の
理
法
に
順
応
し
、

と

し
ゅ
く
う
け
ん

し
ん
し
ん
い
ち
に
ょ

ご
う
じ
ゅ
う
い
っ
た
い

徒
手
空
挙
、
身
心
一
如
、
剛
柔
一
体
、
組
織
的
、

合
理
的
に
身
心
を
鍛
錬
し
て
、
健
康
な
身
体
と
俊

ふ

と
う

ふ

敏
な
感
受
性
、
正
し
い
判
断
力
と
信
念
、
不
撓
不

く
つ屈
の
精
神
力
を
養
成
し
、
人
間
性
の
向
上
を
計

り
、
国
家
社
会
に
有
為
な
人
材
、
青
少
年
の
健
全

育
成
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。　

空
手
道
は
、「
礼
に
始
ま
り
礼
に
終
わ
る
」と
い

わ
れ
る
よ
う
に
、
礼
節
を
重
ん
じ
て
、
練
習
の
始

め
と
終
わ
り
に
は
必
ず
神
前
、
先
生
、
先
輩
、
お

互
い
の
礼
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
「
南
台
空
手
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
」は
、
五
、
六
才
か
ら
六
十
五
才
ま

で
の
人
た
ち
が
、
週
三
回
の
練
習
に
励
ん
で
い
ま

す
。
内
容
は
、
何
事
も
基
本
が
大
切
な
の
で
基
本

練
習
を
重
点
的
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

正
し
い
基
本
を
習
得
し
な
け
れ
ば
、
組
手
（
実

戦
）も
強
く
な
れ
な
い
し
、
形
も
上
手
に
演
武
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
単
純
な
基
本
の
練

習
で
は
子
ど
も
た
ち
も
飽
き
て
し
ま
う
た
め
、
練

習
内
容
に
変
化
を
持
た
せ
た
り
し
て
、
工
夫
し
て

指
導
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
性
格
は「
十
人
十
色
」で
す
。
組

手
の
練
習
が
好
き
な
子
、
嫌
い
な
子
、
形
の
得
意

な
子
が
い
ま
す
。
そ
の
子
ど
も
た
ち
の
特
性
を
伸

ば
し
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
、
指
導
員
の
先
生
と

一
緒
に
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

上
達
さ
せ
る
た
め
の
一
番
良
い
方
法
は
、
厳
し

さ
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
褒
め
て
あ
げ
る
事
も
重

要
か
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
一
つ
で
も
良

い
所
を
褒
め
て
あ
げ
る
と
、
う
れ
し
そ
う
に
、
僕

も
私
も
と
自
主
的
に
練
習
を
行
い
、
自
分
の
良
い

点
を
復
習
し
た
り
、
欠
点
を
直
そ
う
と
し
た
り
す

る
な
ど
、
自
ら
努
力
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
試
す
場
が

大
会
で
す
。
今
年
も
各
種
大
会
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
実
力
を
発
揮
し
て
入
賞
す
る
こ
と
が
で
き
、

さ
ら
に
、
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
き
の
子
ど

も
た
ち
の
喜
ぶ
姿
を
見
る
と
、
指
導
員
と
も
ど
も

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
子
ど
も
た
ち
が
空
手
を
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
、
ま
た
は
護
身
術
と
し
て
、
さ
ら
に
生
涯
の

健
康
法
と
し
て
も
続
け
て
い
き
、
将
来
は
空
手
道

の
指
導
者
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
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青少年
今どきの関

東
大
会

　

東
海
中
学
校
三
年

や
ま

も
と

け
ん

豊
岡　

山
本　

健

山
ぼ
う
し
咲
け
ば
衣
を
か
へ
に
け
り
四
季
ご
と
に
か
く

わ
が
庭
楽
し

船　

場　

村
上
よ
り
こ

六
月
の
稲
苗
青
き
真
崎
浦
蛙
の
声
は
朝
よ
り
聞
こ
ゆ

照　

沼　

藤
井　

幸
雄

篠
林
な
く
な
り
て
明
る
き
ケ
ア
ハ
ウ
ス
南
の
家
々
遠
く

ま
で
見
ゆ

船　

場　

中
井
川
し
げ

ど
た
チ
ャ
ン
と
呼
ぶ
わ
が
家
の
二
才
孫
二
階
の
床
板
軋

ま
せ
走
る

南　

台　

根
本
内
俊
男

帯
広
の
息
子
夫
婦
に
今
年
ま
た
梅
と
二
葉
の
写
真
を
送

る

村　

松　

高
橋　

正
弘

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
踊
り
に
し
ば
し
見
と
れ
い
ぬ
若
き
日

舞
い
し
我
が
身
思
い
て

内　

宿　

飛
田　

静
峰

さ
と
ダ
ム
の
こ
ぼ
れ
水
光
る
鮎
川
に
沢
蟹
お
り
て
初
夏

に
な
り
た
り

内　

宿　

村
上　

文
江

五
月
晴
れ
エ
ン
ジ
ン
の
音
ひ
び
き
い
て
見
渡
す
限
り
青

田
と
な
せ
り

外　

宿　

高
槌　

す
み

紫
の
額
あ
じ
さ
い
を
贈
ら
れ
て
胸
あ
つ
く
な
る
今
日
は

母
の
日

外　

宿　

小
林
美
代
子

寝
む
れ
ね
ば
見
上
げ
る
夜
空
の
流
れ
星
つ
ぎ
つ
ぎ
流
れ

て
老
い
の
目
う
る
む

舟
石
川　

小
川
か
ほ
る

ふ
る
さ
と
へ
雨
情
の
生
家
訪
ぬ
る
に
詩
心
で
迎
え
あ
り

し
日
偲
ぶ

照　

沼　

佐
藤　
　

昇

買
ひ
求
め
し
絵
の
青
滲
む
小
樽
運
河
北
に
は
北
の
悲
し

み
の
あ
り

南　

台　

櫛
田　

浩
平

視
覚
障
害
二
十
年
祝
い
サ
ン
ピ
ア
で
来
賓
手
引
き
朗
読

点
字

舟
石
川　

工
藤
和
一
郎

　
　

【
川　

柳
】

あ
た
ふ
た
と
巣
立
っ
て
行
っ
て
そ
れ
っ
き
り

南　

台　

谷　

ひ
ろ
し

  

僕
た
ち
東
海
中
ホ
ッ
ケ
ー
部
は
、
毎
年
関
東
大

会
に
出
場
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
い
つ
も
良
い

結
果
を
残
せ
ず
に
、
悔
し
い
思
い
ば
か
り
し
て
い

ま
す
。
最
初
に
す
ご
く
悔
し
い
思
い
を
し
た
の

は
、
僕
が
部
長
に
な
っ
て
最
初
の
大
き
な
大
会
、

関
東
新
人
戦
で
し
た
。
関
東
新
人
戦
は
茨
城
県
の

代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。
で
も
、
一
年
生
の
と

き
は
す
ご
く
緊
張
し
て
、
先
生
か
ら「
茨
城
県
の
代

表
と
し
て
出
る
の
だ
か
ら
気
合
を
入
れ
て
行
け
!
」

と
い
わ
れ
る
と
、
気
合
が
入
る
ど
こ
ろ
か
ま
す
ま
す

緊
張
し
て
い
ま
し
た
。

で
も
、
今
年
の
関
東
新
人
戦
は
違
い
ま
し
た
。

茨
城
県
代
表
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
な
く「
僕
た

ち
の
チ
ー
ム
は
相
手
よ
り
強
い
の
か
」「
僕
た
ち
の

レ
ベ
ル
は
ど
の
く
ら
い
な
の
か
」と
い
う
こ
と
し
か

考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
試
合
を
す
る
に
つ
れ

て
、
僕
た
ち
の
チ
ー
ム
は
相
手
の
チ
ー
ム
と
レ
ベ

ル
が
違
う
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。
と
て
も
悔
し

か
っ
た
で
す
。
そ
し
て「
次
は
、
こ
ん
な
大
差
で
は

負
け
な
い
」と
固
く
心
に
決
め
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
毎
日
厳
し
い
練
習
に
取
り
組
み
な

が
ら
、
体
力
作
り
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
み

ま
し
た
。
ま
た
、
チ
ー
ム
の
仲
間
と
仲
良
く
し
、

ま
と
ま
っ
た
チ
ー
ム
に
す
る
こ
と
で
、
三
年
生
に

な
っ
て
最
初
に
あ
る
大
会「
東
日
本
大
会
」に
い
つ

で
も
出
場
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し

全
員
が
絶
好
調
で
気
合
い
を
入
れ
て
試
合
に
望
ん

だ
の
に
、
ま
た
し
て
も
大
差
で
負
け
て
し
ま
い
ま

し
た
。
今
回
も
悔
し
く
て「
な
ぜ
あ
ん
な
大
差
で
負

け
た
の
だ
ろ
う
」「
負
け
た
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の

だ
ろ
う
」と
ず
っ
と
考
え
ま
し
た
。

　

そ
の
原
因
は
、
試
合
経
験
の
少
な
さ
に
問
題
が

あ
り
ま
し
た
。
東
海
中
ホ
ッ
ケ
ー
部
は
、
他
の
部

に
比
べ
大
会
が
少
な
く
、
年
に
三
回
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
か
ら
は
、
他
の
県
に
遠
征
に
行
っ

て
、
試
合
経
験
を
多
く
積
み
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
身

に
付
け
て
自
信
を
つ
け
、
今
年
の
八
月
に
開
催
さ

れ
る
部
長
最
後
の
大
会
で
も
あ
り
、
中
学
校
生
活

最
後
の
試
合
で
も
あ
る
関
東
大
会
に
気
合
を
入
れ

て
臨
み
、
勝
ち
た
い
で
す
。

「
い
く
ぞ
ー
!　

オ
ー
!
」
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44444

●開館時間　午前10時～午後７時　※展示

の最終日は午後３時までとなります。

●場　　所　ＪＲ東海駅（駅舎２階）

●問 合 せ　東海ステーションギャラリー

（　287-3680）　

的
障
害
者
の
介
護
を
し
て
い
る
方
の
た
め
に
、
携
帯
用

位
置
探
索
器
を
貸
与
す
る
「
徘
徊
高
齢
者
等
位
置
探
索

サ
ー
ビ
ス
事
業
」に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

徘
徊
高
齢
者
等
位
置
探
索
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

「
父
が
い
つ
の
間
に
か
い
な
く
な
り
ま
し
た
。
ど
う
し

た
ら
い
い
で
し
ょ
う
」。
年
に
数
回
こ
の
よ
う
な
問
い
合

わ
せ
が
あ
り
ま
す
。
安
全
確
保
の
た
め
に
、
徘
徊
癖
の
あ

る
痴
ほ
う
性
高
齢
者
や
知
的
障
害
者
を
介
護
し
て
い
る

家
庭
に
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
用
の
ア
ン
テ
ナ
を
利
用
し
て
居
場
所

を
割
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
携
帯
用
位
置
探
索
器
を
お

貸
し
し
て
い
ま
す
。
大
き
さ
が
縦
横
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
、
重
さ
六
十
四
グ
ラ
ム
、
充
電
式
で
四
百
時
間
継
続
使

用
で
き
、
上
着
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
も
気
に
な
ら
な

い
サ
イ
ズ
で
す
。
ま
た
、
服
に
張
付
け
て
使
用
す
る
専
用

の
シ
ー
ル
も
あ
り
ま
す
。

行
方
不
明
に
な
っ
た
方
を
捜
索
す
る
場
合
、
家
族
が

位
置
探
索
セ
ン
タ
ー
に
電
話
を
か
け
、
今
ど
こ
に
い
る

か
情
報
を
知
ら
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
早
期
発
見
を

図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
費
用
負
担　

初
回
登
録
料
…
一
万
五
百
円　

※
月
々

の
使
用
料
は
村
で
負
担
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
合
せ

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
福
祉
部
福
祉
課

高
齢
福
祉
室
高
齢
福
祉
係
（
内
線
１
１
６
３
）
へ
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

毎
月
高
齢
者
の
皆
さ
ん

に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
て

い
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
今

は
い
か
い

回
は
、
徘
徊
高
齢
者
や
知

子どもデッサン展2002

村内小学校全児童の作品約2,000点を学年ごとに展示

する、夏休み恒例企画「子どもデッサン展」も今年で９

回目を迎えます。子どもたちが線で描く力強い作品の

数々を、ぜひご覧ください。

　

平
成
十
四
年
第
二
回
東
海
村
議
会
定
例
会
が
、
六
月

六
日
か
ら
二
十
日
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

請
願

第
十
四
ー
二

有
事
法
制
の
立
法
化
を
行
わ
な
い
よ
う

政
府
に
求
め
る
請
願
書
…
総
務
委
員
会

第
十
四
ー
三

『｢

自
然
再
生
推
進
法（
仮
称
）｣

の
早
期
制

定
を
求
め
る
意
見
書
』の
提
出
を
求
め
る
請
願
書
…
建

設
経
済
環
境
委
員
会

第
十
四
ー
四

「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
促
進
法
」
の
制
定
を

政
府
に
要
請
す
る
意
見
書
の
決
議
を
求
め
る
請
願
書

…
建
設
経
済
環
境
委
員
会

第
十
四
ー
五

有
事
法
制
関
連
三
法
案
の
廃
案
を
政

府
・
国
会
に
要
請
す
る
意
見
書
の
決
議
を
求
め
る
請

願
書
…
総
務
委
員
会議
員
提
出
議
案

第
一
号

東
海
村
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則
の
提
出
に
つ
い
て（
可
決
）　

第
二
号

原
研
・
核
燃
機
構
の
統
合
に
か
か
る
本
社
機

能
の
東
海
村
設
置
を
求
め
る
決
議（
否
決
）

第
三
号

日
本
原
子
力
研
究
所
お
よ
び
核
燃
料
サ
イ
ク

ル
開
発
機
構
の
統
合
新
法
人
の
本
社
東
海
村
設
置
に

関
す
る
決
議（
可
決
）

第
四
号

鈴
木
宗
男
衆
議
院
議
員
の
議
員
辞
職
を
求
め

る
決
議（
可
決
）

第
五
号

入
札
制
度
の
改
革
に
つ
い
て（
総
務
委
員
会
付
託
）

問
合
せ　

　

議
会
事
務
局
（　

282
局
１
７
１
１　

内
線
１
２
８
１
）

傍

席

聴

〈７月21日（日）～８月31日（土）〉
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障
害
基
礎
年
金

に
つ
い
て

　

国
民
年
金
加
入
中
に
、
病
気
や
け
が
で
障
害
が
残
っ

た
と
き
や
、
二
十
歳
前
の
事
故
や
疾
病
な
ど
で
障
害
認

定
日
に
政
令
で
定
め
ら
れ
て
い
る
障
害（
国
民
年
金
の
障

害
等
級
表
の
一
級
・
二
級
）の
状
態
に
な
っ
た
場
合
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

　

年
金
が
受
け
ら
れ
る
要
件

■
初
診
日（
病
気
や
け
が
で
初
め
て
医
師
の
診
療
を
受
け

た
日
）
に
お
い
て
国
民
年
金
の
被
保
険
者
で
あ
る
こ

と
。
ま
た
は
、
国
民
年
金
の
被
保
険
者
で
あ
っ
て
六

十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の
方
で
日
本
国
内
に
住
所

を
有
し
て
い
る
こ
と
。

■
初
診
日
の
前
々
月
ま
で
の
期
間
に
被
保
険
者
の
三
分

の
二
以
上
の
保
険
料
を
納
め
た
期
間（
保
険
料
免
除
期

間
、
学
生
納
付
特
例
期
間
を
含
む
）が
あ
る
こ
と
。

■
障
害
認
定
日
に
政
令
で
定
め
ら
れ
て
い
る
障
害
等
級

表
の
一
級
ま
た
は
二
級
の
障
害
の
状
態
に
な
っ
て
い

る
こ
と
。
ま
た
は
、
障
害
認
定
日
に
該
当
し
な
か
っ

た
人
が
六
十
五
歳
の
前
日
ま
で
に
該
当
す
る
よ
う
に

な
っ
た
と
き
。

　

障
害
認
定
日
と
は
?

　

原
則
と
し
て
病
気
や
け
が
に
よ
り
、
初
め
て
医
師

の
診
療
を
受
け
た
日
か
ら
一
年
六
か
月
を
経
過
し
た

日
。
ま
た
は
、
一
年
六
か
月
以
内
に
症
状
が
固
定
し

た
日
。

　

問
合
せ

　

福
祉
部
保
健
年
金
課
年
金
係（　

282
局
１
７
１
１　

内

線
１
１
３
７
）

夏
休
み
の
課
題
図
書
を
貸
し
出
し
て
ま
す
!

　

第
四
十
八
回
青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

課
題
図
書
が
、
図
書
館
・
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
入
り
ま
し
た（
た
だ
し
、
中
学
生
・
高
等
学
校
の
部
は

図
書
館
の
み
）。

　

感
想
文
を
書
く
本
人
の
カ
ー
ド
で
、
一
人
一
冊
、
四

日
間
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
予
約
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
小
学
生
低
学
年
の
部

『
け
ん
か
の
き
も
ち
』

柴
田
愛
子
作
／
ポ
プ
ラ
社

『
む
し
た
ち
の
う
ん
ど
う
か
い
』
得
田
之
久
作
／
童
心
社

『
ヤ
ギ
に
な
っ
ち
ゃ
う
ぞ
』最
上
一
平
作
／
新
日
本
出
版
社

●
小
学
生
中
学
年
の
部

『
ね
こ
た
ち
町
』

わ
し
お
と
し
こ
作
／
ア
リ
ス
館

『
虹
の
谷
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
』

池
川
恵
子
作
／
ひ
く
ま
の
出
版

『
ぼ
く
の
ク
ジ
ラ
』

キ
ャ
サ
リ
ン
・
ス
コ
ウ
ル
ズ
作
／
文
研
出
版

●
小
学
生
高
学
年
の
部

『
ア
ン
ソ
ニ
ー
』

茂
市
久
美
子
作
／
あ
か
ね
書
房

『
よ
み
が
え
れ
白
い
ラ
イ
オ
ン
』

マ
イ
ケ
ル
・
モ
ー
パ
ー
ゴ
作
／
評
論
社

『
カ
ブ
ト
エ
ビ
の
寒
い
夏
』

谷
本
雄
治
作
／
農
山
漁
村
文
化
協
会

●
中
学
生
の
部

『
フ
ク
ロ
ウ
は
だ
れ
の
名
を
呼
ぶ
』

ジ
ー
ン
・
Ｂ
・
ジ
ョ
ー
ジ
作
／
あ
す
な
ろ
書
房

『
カ
ナ
リ
ー
ズ
・
ソ
ン
グ
』

ジ
ェ
ニ
フ
ァ
・
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
作
／
金
の
星
社

『
ク
マ
追
い
犬
タ
ロ
』

米
田
一
彦
作
／
小
峰
書
店

●
高
等
学
校
の
部

『
ビ
リ
ー
・
ジ
ョ
ー
の
大
地
』カ
レ
ン
・
ヘ
ス
作
／
理
論
社

『
救
急
医
、
世
界
の
災
害
現
場
へ
』
山
本
保
博
作
／
筑
摩
書
房

『
お
か
あ
さ
ん
に
な
っ
た
ア
イ
』
松
沢
哲
郎
作
／
講
談
社

ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
!
今
月
の
図
書
館
行
事

●
小
学
生
の
た
め
の
お
話
の
集
い

　

た
ん
ぽ
ぽ
の
会
に
よ
る
小
学
生
向
け
の
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
・
紙
芝
居
・
語
り
・
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど
を

行
い
ま
す
。

▼
日　
　

時　

七
月
二
十
五
日（
木
）　

午
前
十
時
～
十
一

時
三
十
分

▼
場　
　

所　

図
書
館
多
目
的
ル
ー
ム

本・を・楽しみ会
日　時 ８月３日（土）　午

前10時～11時30分

場　所 多目的ルーム

内　容 小学生向けの本の

紹介とお楽しみ工作（貯金

箱）を行います。

休館日
７月15日（月）・20日（土）

　　22日(月）・29日(月）

　　31日（水）

８月５日（月）・12日（月）



16 ●

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

優良自動車運転者表彰対象者を募集!

　フリートーク中心のパーティーで、すてきな

パートナーを探してみませんか？

■日　　時 ８月24日（土）　午後２時～４時

■場　　所 茨城県立中小企業福祉センター

■対　　象 独身の方（先着80人）

■参 加 費 男性…4,000円　女性…1,500円

■申し込み・問合せ 住所・氏名・年齢・電話

番号・勤務先を記入の上、はがきまたはファク

シミリで、茨城県立中小企業福祉センター（〒

317-0076　日立市会瀬町4-9-13　　0294-37-

3096　FAX0294-37-3180）へ申し込みください。

はたらく男女のふれあいパーティー

■対　　象 　村内に居住　日常・業務・通勤な

どで自動車の運転に携わっている　平成14年10

月１日現在で10年以上の運転経験がある　５年

以上無事故・無違反で、今までに表彰を受けた

ことがない――のすべてに該当する方。

■申し込み・問合せ ８月30日（金）までに、自

動車運転免許証のコピー（余白に職業・勤務

先・電話番号を記入）に、自動車安全センター

（東茨城郡茨城町長岡3783-3　　293-8822）発行

の無事故・無違反証明書（１通）を添えて、ひた

ちなか西地区交通安全協会（ひたちかな西警察

署内　　272-7526）へ申し込みください。

７・10号／お知
ら
せ

アップ／Jul.

ピ
ッ
ク

世帯数

総人口

　男　

　女

世帯

人

人

人

平成14年6月1日現在

前月比

　＋21

－4

＋13

－17

12,402

34,767

17,499

17,268

■期　　日 事前研修…８月８日（木）　体験

キャンプ…８月21日（水）～23日（金）（２泊３日）

■場　　所 東海村老人福祉センター「みどり

荘」ほか

■対　　象 全日程参加可能な村内在住・在学

の中学・高校生（先着20人）

■内　　容 　心のバリアフリーについて考え

る　障害者の視点に立ったやさしい街づくりに

ついて考える　障害者とのレクリエーション　

障害者によるコンサート　車いす・アイマス

ク・インスタントシニア体験――など。

■参 加 費 4,000円／人（食事代、保険料、諸

経費を含む）

■申し込み・問合せ 社会福祉協議会・東海中

学校・東海南中学校に備え付けの申込書および

承諾書に必要事項を記入の上、社会福祉協議会

へ申し込みください。なお中学生は、各学校で

申し込みください。

　社会福祉協議会では、平成14年度の会員会費を

７月から募集しています。皆さんから寄せられた

会費は、住民参加による「ふれあいのまちづくり

事業」、高齢・障害・在宅の福祉事業、ボラン

ティア活動の普及などに使われています。

■募集方法 　区に加入している世帯…区長・組

長が取りまとめます。　区・組に未加入の世帯…

社会福祉協議会へお持ちいただくか、電話連絡

をいただければ、職員がご自宅を訪問します。

■会員会費 普通会費…300円／口　特別会費…

1,000円から／口

■問 合 せ 社会福祉協議会

社会福祉協議会の会員会費募集にご協力を!

東海村・那珂町・瓜連町社会福祉協議会の共同開催による

ほっとで　はあとな　体験キャンプ2002
中学・高校生募集!

　公共交通機関の利用が困難な高齢者・障害者な

どの外出を支援するボランティアを養成するため

の講習会です。

■日　　時 ７月24日（水）　午前９時～正午

■場　　所 中央公民館

■対　　象 村内在住で、70歳以下の方（約20人）

■受 講 料 無料

■そ の 他 運転免許証をお持ちください。

■申し込み・問合せ ７月18日（木）までに、社

会福祉協議会へ申し込みください。

受
講
生

募

集

移送サービス事業運転協力会員講習会
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環境のボランティア「美しい東海村をつくる会」の講習会
買い物バッグ製作講習会

　環境美化の一環とレジ袋削減のため、お気に入

りの布や、たんすにしまってある布を利用した買

い物バッグを製作します。

■用意する物 　布（１枚）…縦90センチメート

ル×横40センチメートル　　ひも用布（２枚）…

縦60センチメートル×横８センチメートル　　

ポケット用布（１枚）…縦・横20センチメートル

　木綿糸　　木綿針　　はさみ

アクリルたわし編み講習会

　水質汚濁防止のため、洗剤を使わずに汚れが落

ちるアクリルたわしを作ってみませんか？

■用意する物 　かぎ針　　はさみ　※材料は

環境保全課で用意します。

参 加 費

　無料

申し込み・問合せ

　どちらの講習会も村内コミュニティセンターで

実施しますので、10人程度の参加希望者が集まり

次第、経済環境部環境保全課環境保全係（内線

1452）へ申し込みください。詳しい日程を打ち合

わせの上、講習会を行います。

参
加
者

募

集

　さざなみクラブでは、環境美化の一環として、

不要になった傘の回収を行います。回収した傘の

布を利用して買い物バッグに変身させますので、

チェック柄などカラフルな傘を歓迎します。不要

になった傘は、傘骨を取り外し、布だけを村内コ

ミュニティセンターへお届けください。

■問 合 せ 経済環境部環境保全課環境保全係

（内線1452）

環境のボランティア「さざなみクラブ」が
不要になった傘を回収します

　久慈川水系環境保全協議会では、私たちの身近

にある久慈川を題材として、地域に

根付いた方言や、流域にまつわる貴

重な体験を掲載した冊子『久慈川の

ほとり』を作成し、１冊500円で販売

しています。

■問 合 せ 経済環境部環境保全

課環境保全係（内線1452）

第15号発刊!　『久慈川のほとり』

生活ダイヤル●主な施設の電話番号

防災行政無線放送テレホンサービス

東海村合同庁舎(会議室の予約等)

東海村中央公民館

東海村立図書館

東海村青少年センター

東海村総合体育館

東海スイミングプラザ

東海村テニスコートクラブハウス

東海文化センター

東海ステーションギャラリー

東海村立東海病院

東海村保健センター

東海村清掃センター

東海村老人福祉センター｢みどり荘｣

(社福)東海村社会福祉協議会

０１２０－４２－４８４８

２８３－３３４４

２８２－３３２９

２８２－３４３５

２８２－７０４９

２８３－０６７３

２８７－０８０７

２８２－８５７１

２８２－８５１１

２８７－３６８０

２８２－２１８８

２８２－２７９７

２８２－７２８９

２８２－４３００

２８２－２８０４

東海村姉妹都市交流会館

東海村心身障害者福祉センター｢はまざく｣

東海村（基幹型）在宅介護支援センター

東海村在宅福祉サービスセンター

東海村訪問看護ステーション

(社)東海村シルバー人材センター

(財)東海村開発公社

ひたちなか西警察署東海地区交番

東海郵便局

ＪＲ東日本東海駅

常陸海浜広域斎場

救急病院の案内

東海村石神外宿浄水場

(土・日曜日・祝日の断水等の連絡)

小・中・高校生のための心の悩み電話相談室

(毎週金・土曜日　午後3時30分～7時)

２８２－０５３５

２８２－４５９９

２８７－２５１６

２８３－４３４４

２８３－４８３６

２８２－３４４６

２８４－０３３５

２８７－０１１０

２８２－２００１

２８２－２００８

２６５－７１９１

２４１－４１９９

２８２－２０３８

２８２－９２００

２８２－７０７０

救急医療情報コントロールシステム

東海村消防本部・消防署

東海村役場 ２８２－１７１１

　村では、３歳児から５歳児を、村立または私立

の幼稚園に通園させている世帯の保育料を一部減

免し、保護者の経済的負担を軽減する事業を行っ

ています。

●内　　容

●申し込み 幼稚園に備え付けの「保育料等減免

措置に関する調書」等に、村の税務課が発行す

る平成14年度の「村県民税課税証明書」または「村

民税・県民税特別徴収税額の通知書」の写し

等、村民税の所得割課税額が分かる書類を添付

し、７月15日（月）までに、通園している幼稚園

へ提出してください。

●問 合 せ 教育委員会学校教育課学校教育係

（内線1413）

※世帯の中に２人以上に所得がある場合には所得割課税額を合算します。

幼児教育の普及を図る
幼稚園就園奨励補助事業

区　分

生活保護世帯および村民

税非課税世帯

村民税所得割課税額非課

税世帯

村民税所得割課税額が

8,8 0 0円以下の世帯

村民税所得割課税額が

10 2 , 1 0 0円以下の世帯

20,000

136,800

20,000

104,200

―

79,900

―

56,100

36,000

178,000

36,000

155,000

―

138,000

―

122,000

補助限度額（年額／円）

52,000

220,000

52,000

207,000

―

197,000

―

187,000

園児１人か同一世

帯から複数の場合

の第１子

村立

私立

村立

私立

村立

私立

村立

私立

同一世帯に園児が

２人以上の場合の

第２子

村立

私立

村立

私立

村立

私立

村立

私立

同一世帯に園児が

３人以上の場合の

第３子以降

村立

私立

村立

私立

村立

私立

村立

私立
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■日　　時 ７月14日（日）　午前７時30分から

※雨天の場合は、７月21日（日）へ延期となります。

■集合場所 　久慈川河川敷石神外宿グラウン

ド　　久慈川河川敷石神内宿グラウンド　　豊

岡海岸

■問 合 せ 建設部建設課管理係（内線1243）

7
診療時間

問 合 せ

午前９時30分～正午、午後１時～２時

救急医療情報コントロールシステム(　241-4199)

 期日

14日（日）

20日（土）

21日（日）

28日（日）

病医院名

東原クリニック

東海クリニック

東海病院

尾形医院

電話番号

283-2301

283-1711

282-2188

282-4781

■期　　日 ７月27日（土）　※天候等により、

中止または時間を変更する場合があります。

■時　　間 　模擬店・イベント…午前９時30

分～午後３時　　歓迎セレモニー…午前10時か

ら　　艦内見学…午前10時20分～11時30分、午

後１時～２時30分

■場　　所 常陸那珂港北ふ頭

■問 合 せ 企画総務部企画財政課企画調整係

（内線1335）

海の旬間イベント開催!
常陸那珂港に海上自衛隊の護衛艦「はつゆき」が入港

　村では、住民の皆さんへの福祉情報提供の一環

として、「福祉の手引き」（Ａ４判87ページ）を作成

しました。この冊子は、東海村ならびに（社福）東

海村社会福祉協議会が行う福祉関連事業の概要に

ついて紹介したもので、住民の皆さんに福祉に対

する理解と関心を高めていただくとともに、福祉

制度をご利用いただく際の「手引き」として作成し

たものです。冊子には、子育て中のお母さんから

高齢者まで、毎日の生活の中で役立つ情報が盛り

だくさんですので、ぜひご活用ください。なお村

では、区に加入している方には区長・組長を通し

て全世帯に配布しましたが、区に未加入の方への

送付は行っていません。ご希望の方は、下記の設

置場所に備えてありますので、施設をご利用の際

などにお取りください。

■設置場所 福祉課（役場行政棟１階）、中央公

民館、図書館、各コミュニティセンター

■問 合 せ 福祉部福祉課地域福祉係（内線1166）

■利 用 料 　宿泊（１泊２食付き）…60歳以上

／5,000円、中学生以上60歳未満／6,000円、小

学生／5,300円、幼児／実費　　休憩（午前10時

～午後３時）…60歳以上／600円、中学生以上60

歳未満／1,000円、小学生／800円、幼児／無料

※９月24日（火）から10月４日（金）までは、改修

工事のため休館となります。

■問 合 せ 総合老人保健センター「ひぬま荘」

（東茨城郡茨城町大字下石崎2837-1　　293-

7355）

ご活用ください ! 　福祉情報満載の「福祉の手引き」

ご利用ください !　総合老人保健センター「ひぬま荘」

　公安委員会では、運転適性相談窓口を開設し、

　病気を原因としてまたは原因は明らかではない

が、意識を失ったことがある方　病気を原因とし

て発作的に身体の全部または一部のけいれん・ま

ひを起こしたことのある方　十分な睡眠を取って

いるにもかかわらず、日中活動している最中に眠

り込んでしまうことが週に３回以上ある方　病気

を理由として、医師から運転免許の取得または運

転を控えるよう助言を受けている方――を含め、

運転免許の取得や更新が可能かどうかについての

相談を受け付けています。

■受付日時 毎週月～金曜日（祝日を除く）　午

前９時30分～11時　午後１時～３時

■場　　所 茨城県警察本部交通部運転免許セ

ンター（東茨城郡茨城町長岡字矢頭3783-3）

■費　　用 無料

■問 合 せ 茨城県警察本部交通部運転免許セ

ンター運転適性相談窓口（　293-8811）

■日 程 等 　東海村保健センター…７月18日

（木）、平成15年１月16日（木）　　ひたちなか保

健所…８月22日（木）、11月21日（木）、平成15年

２月20日（木）　　ひたちなか市ヘルスケアセン

ター…９月19日（木）、10月17日（木）、12月19日

（木）、平成15年３月20日（木）

■時　　間 午前10時から（予約制）

■対　　象 　イライラする　子どもをかわい

く思えない　気が付くと手を上げてしまってい

る　責める言葉が次々と出てきて抑えられない

――などの悩みを持つ乳幼児の保護者等

■内　　容 心理判定員・児童福祉司・保健師

等による個別相談

■費　　用 無料

■そ の 他 秘密は厳守します。

■申し込み・問合せ 茨城県ひたちなか保健所

健康指導課（　265-5647）

ひたちなか保健所の子育て支援相談

公安委員会の運転適性相談 ご協力ください!　久慈川一斉クリーン作戦
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あ

◆日　　時 ８月31日（土）　正午～午後８時

◆場　　所 那珂総合公園（那珂町戸崎428-2）

◆内　　容 ひまわり迷路とスタンプラリー、

写真コンテスト、特産品の販売コーナー、キャ

ラクターショー、芋堀り大会、郷土芸能、花火

大会（午後７時から）ほか

◆問 合 せ 那珂町環境経済部経済課商工観光

係（　298-1111　内線232）

◆第１日目 ８月16日（金）／午後６時30分～９

時／亀ヶ橋北公園（笠間ショッピングセンター

隣）／灯ろう流し

◆第２日目 ８月23日（金）／午後６時～９時30

分／笠間稲荷神社周辺／出陣祭（出陣式、ねぶた

の展示、愉快な大道芸人のイベントほか）

◆第３日目 ８月24日（土）／午後７時～９時／

笠間稲荷神社周辺／みこし＆ねぶたパレード

◆問 合 せ 笠間市商工観光課（　02 9 6 - 7 2 -

1111）

◆日　　時 ８月24日（土）　午後２時から

◆場　　所 桂村総合野外活動センターグリー

ン桂「うぐいすの里」（桂村錫高野2391）

◆問 合 せ 桂村産業振興課（　289-2211）

◆期　　日 ８月25日（日）

◆場　　所 那珂川大橋周辺の河川敷

◆問 合 せ なかがわ水まつり実行委員会（御前

山村商工会内　　0295-55-2408）

那珂町●なかひまわりフェスティバル2002（仮称）

笠間町●第12回笠間のまつり

桂村●サマーフェスティバルＩＮかつら

御前山村●なかがわ水まつり

　子どもから大人までが、シェイクスピアの作品

を楽しめる劇です。

◆日　　時 ８月22日（木）　午後６時開演

◆場　　所 ゆうゆう十王・Ｊホール

◆入 場 料 Ｓ席…3,000円　Ａ席…2,500円

◆問 合 せ ゆうゆう十王・Ｊホール（　0293-

32-7111）

◆第１日目 ７月27日（土）／午後３時30分～８

時30分／駅前通り、本町通りなど／山車パレー

ド、おはやしの響演、みこし渡御ほか

◆第２日目 ７月28日（日）／午後３時～８時／

駅前通り／お祭り広場、大道芸ほか

◆問 合 せ 高萩市商工観光課（　0293-23-7316）

◆あんどんまつり ８月１日（木）～18日（日）

◆夜の動物園 ８月２日（金）～４日（日）、11日

（日）～13日（火）／午後６時～９時／かみね公園

※「世界のカメ展」も開催します。

◆映 画 会 ８月１日（木）・10日（土）・16日

（金）／午後６時～７時30分／ホリゾンかみね

◆キャラクターショー ８月４日（日）・1 1 日

（日）・18日（日）／午後３時30分～６時30分／レ

ジャーランド

◆問 合 せ 日立市公園協会（　0294-22-4737）

十王町●ヴェニスの商人

高萩市●第32回高萩まつり

日立市●あんどんまつり

　皆さんお誘い合わせの上、ぜひご来場ください。

■日　　時 ７月27日（土）　午後６時～９時　

※雨天の場合は中止となります。

■場　　所 東海文化センター駐車場

■内　　容 盆踊り、模擬店、ふれあい夕市

■問 合 せ 幸の実園（　282-0644）・第二幸の

実園（　306-0068）

第13回さちのみ納涼祭

　東海村病害虫防除協議会では、水稲の品質向上

と病害虫駆除を目的に、無人ヘリコプターによる

薬剤散布を行います。

■日　　時 ７月26日（金）　午前４時30分～10

時30分　※雨天の場合は順延となります。

■散布区域 転作地を除く、村内水田全域

■そ の 他 散布区域周辺を通行する際は、現場

係員の指示に従い、注意して通行してください。

■問 合 せ 経済環境部経済課農政係（内線

1433）

無人ヘリコプターによる水稲の病害虫防除の実施
　次の５つの展示館のうち、クイズに正解してス

タンプを集めると、３館目と５館目で記念品がも

らえます。

■期　　間 ７月20日（土）～９月１日（日）

■場　　所 原子力科学館（　282-3111）、サイ

クル機構アトムワールド（　282-2256）、原電東

海テラパーク（　287-1252）、日立シビックセン

ター科学館（　0294-24-7731）、日鉱記念館（　

0294-21-8411）

■問 合 せ 原子力科学館（　282-3111）

原子力科学館イベント夏休みスタンプラリー開催 !
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夢は…。“テーマパークで働くこと”
ふじさく あつ み

石神小学校６年●藤咲　篤美

　私のあこがれている将来の夢は、ディズニーランドや

ユニバーサルスタジオのような大きなテーマパークで働

くことです。

　その中で私は、乗り物を動かす仕事をしてみたいで

す。乗る人を楽しませて、「もう一回乗りたい」といって

もらえるようになったらいいなと思います。その理由

は、実際に私が乗り物に乗り終わってから、「もう一回

乗りたい」「楽しかったな」という気持ちになったからで

す。ほかの多くの人にも、私のように楽しい気持ちを味

わってほしいと思います。

　もしできることならば、ユニバーサルスタジオのよう

な大きなテーマパークを造って、今までにないような乗

り物を設計したり、動かしてみたいです。

　私はこのような夢を実現するために、今は勉強をしっ

かりしたいと思っています。

おか べ ち はる

岡部千晴ちゃん●

　
春の親子遠足

　保育園の遠足で、大洗水族館に
行ったときの様子をかいてくれた千
晴ちゃん（６歳）。
　「カニさんやウミウシを触ったよ。
ちょっとぬるぬるしていたよ」と、笑
顔で遠足のときのことを話してくれ
ました。

〈東海村公式ホームページアドレス〉　　http://www.net-ibaraki.ne.jp/tokai/
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は
じ
め

　

長
男
・
創(

六
歳
七
か
月)

は
、
創
造

力
の
あ
ふ
れ
る
心
豊
か
な
子
に
育
つ
よ

ま
な

う
に
願
い
名
付
け
ま
し
た
。
妹
の
愛(

四

歳
一
か
月)

は
「
…
こ
の
よ
う
に
い
つ
ま

で
も
存
続
す
る
も
の
は
信
仰
と
希
望
と

愛
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
で
最
も
大
い
な

る
も
の
は
愛
で
あ
る(

コ
リ
ン
ト
人
へ
の

手
紙)

」
と
い
う
言
葉
に
心
打
た
れ
名
付

け
ま
し
た
。

　

思
い
起
こ
せ
ば
出
産
前
か
ら
大
変
で

ぶ
ん
べ
ん

し
た
。
創
は
逆
子
の
自
然
分
娩
で
し
た

の
で
、
時
間
が
か
か
る
と
い
わ
れ
、
里

帰
り
し
て
か
ら
は
毎
日
、
母
と
一
緒
に

山
道
を
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
歩
き
ま

し
た
。
二
日
間
、
頑
張
っ
て
産
ま
れ
た

と
き
の
感
動
は
本
当
に
大
き
な
も
の
で

し
た
。
主
人
も
連
絡
を
受
け
、
駆
け
付

け
た
も
の
の
、
二
日
間
も
病
院
の
ソ

フ
ァ
で
寝
泊
り
し
な
く
て
は
な
ら
ず
大

変
で
し
た
。
愛
の
と
き
も
、
本
当
に
よ

く
歩
き
ま
し
た
。
二
人
の
出
産
に
全
力

投
球
し
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ

の
経
験
は
、
私
の
子
育
て
の
心
の
支
え

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

三
年
前
に
主
人
の
仕
事
の
都
合
で
、

一
年
間
ド
イ
ツ
に
行
き
ま
し
た
。
街
中

に
市
電
が
走
っ
て
い
て
、
ベ
ビ
ー
カ
ー

専
用
の
席
が
あ
る
の
で
、
二
人
の
子
ど

も
を
連
れ
て
よ
く
動
物
園
や
お
城
の
庭

園
、
街
に
出
掛
け
ま
し
た
。
乗
り
降
り

す
る
際
に
、
必
ず
そ
ば
に
い
る
人
が
ベ

ビ
ー
カ
ー
を
持
っ
て
く
だ
さ
り
、
自
然

に
身
に
付
い
た
そ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精

神
に
深
く
感
銘
し
ま
し
た
。
教
会
で
の

活
動
も
盛
ん
で
、
私
も
週
一
回
、
主
人

の
協
力
の
お
か
げ
で
、
合
唱
団
に
参
加

さ
せ
て
も
ら
い
、
貴
重
な
体
験
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
近
は
、
白
方
公
園
で
ホ
タ
ル
を
見

る
機
会
が
あ
り
心
が
和
み
ま
し
た
。
大

切
に
育
て
て
く
れ
る
方
が
い
る
か
ら
こ

そ
、
た
く
さ
ん
の
ホ
タ
ル
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
創
と
愛

は
虫
や
食
物
が
大
好
き
で
す
。
庭
に
小

さ
な
畑
を
作
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
成

長
の
様
子
が
面
白
い
よ
う
で
、
気
が
付

く
と
野
菜
を
眺
め
て
い
ま
す
。
実
家
は

山
の
美
し
い
所
で
、
夏
に
遊
び
に
行
く

と
、
子
ど
も
の
顔
が
輝
き
、
た
く
ま
し

く
な
っ
て
い
く
の
が
分
か
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
家
族
と
と
も
に
歩
ん

で
き
た
時
間
は
私
の
宝
で
す
。
子
育
て

が
い
つ
も
喜
び
の
う
ち
に
あ
り
ま
す
よ

う
に
…
。
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